
　

２
０
２
１
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
拡
大
し
、
経
済
社
会

に
暗
い
影
を
落
と
す
中
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

情
勢
下
で
１
つ
の
光
明
は
、
米
国
で
バ
イ
デ
ン
政
権

が
１
月
に
発
足
し
、
翌
月
の
Ｇ
７
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ

ミ
ッ
ト
で
、
各
国
首
脳
が
、
２
０
２
１
年
を
「
多
国

間
主
義
の
た
め
の
転
換
点
と
す
る
」
と
宣
言
し
た
よ

う
に
国
際
協
調
の
機
運
が
芽
生
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
機
運
を
具
体
的
な
行
動

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
同
年
３
月
、
提
言
「
自
由
で
開

か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
に
向
け
て
緊
密
な

協
調
を
求
め
る
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
以
下
で
は
そ

の
後
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

Ｂ
７
・
Ｂ
20
を
通
じ
た
民
間
外
交
の
推
進

　

２
０
２
１
年
５
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た

Ｇ
７
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
）に
早

川
茂
副
会
長（
当
時
）と
と
も
に
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
経
済
回
復
に
不
可
欠
な
人
の
移
動
の
再
開
に

向
け
て
、
検
査
結
果
や
健
康
証
明
を
共
通
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た
と
こ
ろ
、
同

年
６
月
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
反
映
さ

れ
た
。
会
議
に
は
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
議
長
の
英
国
の

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
が
登
壇
し
、
各
国
経
済
界
リ
ー
ダ

ー
に
対
し
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
向
け
て
官
民
協

力
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

Ｇ
20
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
Ｂ
20
サ
ミ
ッ
ト
）の

政
策
提
言
に
つ
い
て
、
日
本
の
政
府
・
経
済
界
の
理

解
を
得
る
た
め
に
同
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｂ
20
イ

タ
リ
ア
と
経
団
連
と
の
合
同
会
合
に
、
早
川
審
議
員

会
副
議
長
と
と
も
に
参
加
し
、
改
め
て
人
の
移
動
の

再
開
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

２
０
１
９
年
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、

透
明
性
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
等
の
原
則
に
合
意
し
た
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
海

外
展
開
の
推
進
は
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）構
想
の
実
現
に
大
い
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
。
経
団
連
で
は
、
開
発
協
力
推
進
委
員
会

（
委
員
長
：
安
永
竜
夫
三
井
物
産
会
長
、
遠
藤
信
博

日
本
電
気
会
長
）に
お
け
る
検
討
を
基
に
、
２
０
２

１
年
３
月
、
提
言
「
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

の
海
外
展
開
に
向
け
て
─
２
０
２
０
年
度
版
─
」を

取
り
ま
と
め
、
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
高
い

品
質
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
の
重
要

性
等
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
、
日
本
が
米
豪
と
と
も

に
主
導
す
る
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
国
際

標
準
化
に
向
け
た
枠
組
み
で
あ
る
「
ブ
ル
ー
・
ド
ッ

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
経
済
協
力
開
発

機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）で
経
団
連
を
含
む
民
間
企
業
・
団

体
を
交
え
た
具
体
化
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
成
果
に
注
目
し
て
い
る
。

副
会
長
・
外
交
委
員
長
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長

片かたの
ざ
か野
坂
真しんや
哉

自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の

再
構
築
に
向
け
て
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い
る
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
物
資
や
半
導
体
等

の
国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
物
資
を
特
定

国
に
依
存
す
る
リ
ス
ク
が
加
わ
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
強
靭
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
２
０
２
１
年
秋
に
発
足
し
た

岸
田
内
閣
は
、
経
済
安
全
保
障
を
重
要
課
題
の
１
つ

に
掲
げ
、
担
当
大
臣
を
任
命
す
る
と
と
も
に
、
関
係

閣
僚
で
構
成
す
る
経
済
安
全
保
障
推
進
会
議
を
発
足

さ
せ
、「
安
全
保
障
の
裾
野
が
経
済
分
野
に
急
速
に

拡
大
す
る
中
、
経
済
安
全
保
障
の
取
り
組
み
を
強

化
・
推
進
」
す
る
と
し
て
い
る
。

　

経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
政
府
の
対
応
を
睨
み
な

が
ら
、
流
出
を
防
止
す
べ
き
機
微
技
術
の
範
囲
の
特

定
、
機
微
技
術
の
開
発
・
実
装
基
盤
の
維
持
・
強
化

の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
強
靭
化
に
つ
い
て
、
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
部

分
は
政
府
の
関
与
の
も
と
で
国
全
体
と
し
て
一
体

的
・
戦
略
的
に
対
応
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
一
方
、

政
府
の
関
与
は
真
に
必
要
な
範
囲
に
限
定
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
態
を
踏
ま
え
て
最
も
適
し
た
方
策
を
企
業

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
訴
え
て
い
る
。

　

政
府
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
や
基
幹

イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
確
保
等
を
推
進
す
る
た
め
、
今

期
通
常
国
会
へ
の
新
た
な
法
案
の
提
出
を
目
指
し
て

い
る
。
当
面
は
、
同
法
案
お
よ
び
法
案
成
立
後
に
策

定
さ
れ
る
政
令
等
に
経
団
連
の
考
え
方
を
反
映
し
、

自
由
な
経
済
活
動
と
事
業
の
予
見
可
能
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
取
り
組
み
を
補
完
す
る
二

国
間
・
複
数
国
間
の
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
も
重
要
で
あ
る
。
我
が
国
を
巡
っ

て
は
、
２
０
１
８
年
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）、
２
０
１
９
年
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
２
０
２

０
年
日
米
貿
易
協
定
・
デ
ジ
タ
ル
協
定
、
そ
し
て
２

０
２
２
年
１
月
１
日
に
は
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連

携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）協
定
が
発
効
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
貿

易
カ
バ
ー
率
は
８
割
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拡
大
に
関
し
て
は
、
２
０
２
１
年
６
月

の
英
国
の
加
入
交
渉
開
始
に
あ
た
っ
て
、
英
国
産
業

連
盟（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）を
含
む
６
カ
国
の
経
済
団
体
と
共
同

声
明
を
取
り
ま
と
め
、
迅
速
な
交
渉
に
期
待
を
表
明

す
る
と
同
時
に
、
包
括
的
で
高
水
準
の
ル
ー
ル
を
維

持
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。
同
年
９
月
に
相
次
い

で
加
入
申
請
し
た
中
国
、
台
湾
と
交
渉
す
る
場
合
も
、

そ
の
点
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
米
国
の
復
帰
も
期
待
し
た
い
。

　

以
上
の
ほ
か
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
へ
の
イ
ン
ド
の
参
加
、

交
渉
中
の
ト
ル
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交

渉
妥
結
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
渉
開
始
、
さ
ら
に
は

イ
ン
ド
太
平
洋
の
東
西
両
端
に
位
置
す
る
メ
ル
コ
ス

ー
ル
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済
連
携
の
推
進
が
残

さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た 

取
り
組
み

　

技
術
覇
権
を
巡
る
大
国
間
の
競
争
を
背
景
に
各
国

が
輸
出
管
理
・
対
内
直
接
投
資
規
制
等
を
強
化
し
て

　

２
０
２
２
年
の
議
長
国
は
Ｇ
７
が
ド
イ
ツ
、
Ｇ
20

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
２
０
２
３
年
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
、

イ
ン
ド
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の
議
長
が
現
在
手
を
挙
げ
て
い

る
米
国
に
決
ま
れ
ば
、
同
年
は
主
要
な
国
際
会
議
が

イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
０
２
１
年
の
Ｇ
７
、
Ｇ
20
に
お
け
る
議
論
は
２
０

２
３
年
を
占
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。

通
商
分
野
に
お
け
る 

ル
ー
ル
策
定
に
向
け
た
働
き
掛
け

　

自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
に
あ

た
っ
て
、
国
際
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）を
中
心
と
す
る

多
国
間
の
貿
易
自
由
化
・
ル
ー
ル
形
成
が
不
可
欠
で

あ
る
。
経
団
連
で
は
、
通
商
政
策
委
員
会（
委
員
長

：
中
村
邦
晴
住
友
商
事
会
長
、
早
川
ト
ヨ
タ
自
動
車

副
会
長
）に
お
け
る
検
討
を
基
に
２
０
２
１
年
９
月

に
提
言
「
第
12
回
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
期
待
す
る
」

を
公
表
し
、
ル
ー
ル
の
現
代
化
、
紛
争
解
決
機
能
の

回
復
等
に
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
求
め

た
。
同
年
２
月
に
就
任
し
た
オ
コ
ン
ジ
ョ
＝
イ
ウ
ェ

ア
ラ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
上
記
提

言
を
説
明
し
、
理
解
を
得
た
。
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
変
異
株
の
影
響
に
よ
り
、
閣
僚
会
議
は
再
度
延
期

と
な
っ
た
も
の
の
、
経
団
連
提
言
に
も
盛
り
込
ま
れ

た
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
か
か
わ
る
国
内
規
制
の
規
律
に

関
し
て
、
同
年
12
月
に
複
数
国
間
の
合
意
が
成
立
す

る
な
ど
進
展
も
見
ら
れ
る
。
電
子
商
取
引
等
に
関
し

て
も
、
時
代
に
即
し
た
国
際
ル
ー
ル
作
り
が
進
む
こ

と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。
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